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比べて，抗原特異的 IgG，IgG1 および IgG2a が著明に増加しており，これら抗原特異的 




原特異的 IgG，IgG1 および IgG2a によって惹起され，TNF-α，好酸球および肺内水分含有
量の増加を伴うことが見出された． 
 以上の知見は，ラットで抗原吸入誘発気管支モデルの作製ならびにその作用機序を解明
した点で有意義であり，博士（薬学）の学位に値すると判断した． 
 
